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コンブなどの海藻には健康を改善する食品成分として、βカロテンの仲間であるフコキサンチンというカロテノイド
色素が含まれています。研究の結果、北海道産のコンブは含有量も多く、また、あまり食用にされていない海藻に
も含まれていました。さらに、これらの海藻色素成分の健康機能を調べた結果、腫瘍や肥満を改善する効果が期待
できました。

研究の概要

ーカロテノイド色素の疾病予防効果ー

成果の活用
・健康機能を付与した褐藻類の高品質化および健康食品開発
・未利用海藻の食品素材化

背景
北海道近海にはコンブ類が豊富に存在し、北海道の主力水産資源となっています。
また、食用としてほとんど利用されていないコンブ類も数多く存在しています。一方、
道内での加工用途は葉売りや刻みなどの一次加工に止まっており、販売量や価格
の低迷といった問題が生じています。水産業界ではコンブやほとんど利用されてい
ない海藻の有効利用、高品質化への期待が高まっています。
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海藻に含まれる健康機能成分
海藻は健康食材として注目されています。当センターでも、褐藻類の多糖成
分の健康機能を明らかにしてきました。その他に健康機能が期待できる成分
としてカロテノイド色素が考えられました。

多糖類 ・・・アルギン酸、フコイダン、ラミナラン

　食物繊維としての作用、抗腫瘍性、コレステロール低下作用など

ミネラル類 ・・・カルシウム、マグネシウム、カリウム、鉄など

　海水中の微量ミネラルを濃縮　　

フコステロール　
　　コレステロール低下作用　　

カロテノイド色素
　βカロテンは少ないがフコキサンチンが多く含有

結果１　カロテノイド色素の含量
　　　　　と組成

カロテノイド色素の主成分はフコキ
サンチンで、他にβカロテンがわず
かに含まれていました。また、フコ
キサンチンの含有量はスジメで約
50mg/100g乾物重量であり、未利
用海藻にも多く含まれていました。
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結果３　分化脂肪細胞への効果
同様に抽出したカロテノイド色素および酸、アルカリ処理を行ってから
抽出した色素を試料として、実験用の分化脂肪細胞を用いて肥満に対す
る効果を調べました。試験方法として次の２つの方法を行いました。
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色素試料はわずかに蓄積量が少
なくなっていました。また、酸処理
では蓄積量が多くなり、アルカリで
はかなり少なくなりました。

色素試料はグリセロール量が多く
なっていました。また、酸およびア
ルカリ処理ではわずかに分解量
が多くなっていました。

目的と方法
健康食材としての付加価値を高めて需要の拡大を図り、健康食品などへの商品開
発の可能性を検討するために、次のことを検討しました。

１．カロテノイド色素の組成と含有量の解明
　　　高速液体クロマトグラフを用いた機器分析
２．健康機能の評価
　　　培養細胞を用いた健康機能評価のモデル実験

結果２　腫瘍細胞への効果
スジメから抽出したカロテノイド色素を試料として、実験用の腫瘍細胞や正
常な細胞への効果を調べました。

培養細胞 試料添
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細胞生存率に変化なし
腫瘍に対する効果低い

細胞生存率が減少
腫瘍に対する効果高い
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腫瘍細胞の種類により違いが
ありますが、腫瘍細胞の生存
率を低下させていました。また、
正常細胞の生存率はほとんど
低下しませんでした。

細胞数を測定し、無添加の細
胞数に対する生存率で表す
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